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演題 小さくても大きな可能性 スタイリッシュな卓上SEM

NeoScope JCM-6000の紹介
発表者：藤田 憲市

液中の細胞観察を可能にする大気圧走査電子顕微鏡 

ClairScope
発表者：西山 英利

日時

卓上走査電子顕微鏡
NeoScope JCM-6000

大気圧走査電子顕微鏡
ClairScope

9月19日（木） 12：15～13：15
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タカラバイオ ランチョンセミナー 

演題１ 

 http://www.takara-bio.co.jp 

タンパク質分泌生産のスタンダードへ 
－ レベルアップした Brevibacillus  Expression Systemの紹介 － 

 

B. choshinensis HPD31-SP3はタンパク質を大量に分泌生産する宿主として開発されてきました。

これまで、由来を問わず数多くのタンパク質の分泌生産に成功し、分泌タンパク質に特化した 

生産宿主として地位を築いてきました。このたび、使いやすさ、発現成功率、生産量を向上させた 

新製品「BIC System」をリリースしました。本製品には高生産実績のある４種類の分泌シグナルを

組み込んだ発現ベクターを採用し、成功率と生産性を飛躍的に向上させることに成功しました。 

また、目的遺伝子の PCR 断片とベクターを混合して形質転換するだけで発現プラスミドが構築でき

る BIC 法を開発し、複数のベクター構築も非常に簡単になりました。今後、分泌発現のスタンダー

ドになる技術を紹介いたします。 

 

花方 寛（ヒゲタ醤油株式会社 研究開発部） 

東京支店   TEL  03-3271-8553 FAX  03-3271-7282   
関西支店   TEL  077-565-6969 FAX  077-565-6995  
TaKaRaテクニカルサポートライン  TEL 077-543-6116 FAX  077-543-1977 

高蔵 晃（タカラバイオ株式会社 細胞遺伝子治療センター） 

演題 2 

遺伝子・蛋白質発現技術と受託サービスのご案内 

タカラバイオは遺伝子工学の技術を応用して、遺伝子医療技術の開発を積極的に行い、創薬・産業

支援サービスとして提供しております。細菌から培養細胞、臨床材料まで幅広い生物種、細胞種を対

象とした遺伝子導入、細胞加工のツール、遺伝子・蛋白質の発現、機能解析に必要な技術の製品化を

行っております。ユニークな弊社製品と豊富な経験を基にした受託サービスでは、蛋白質の発現、精

製のみならずプラスミドやウイルスベクターによる遺伝子導入、細胞レベルの機能解析、ベクター、

蛋白質の GMP製造も行っております。 

本セミナーでは遺伝子導入・発現・機能解析に有用な弊社製品と受託サービスをご紹介いたします。

弊社は探索的研究から遺伝子治療・再生医療分野の GMP製造までカバーする CDMO事業を推進します。 
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